
市
の
公
共
施
設
の
大
半

が
30
年
以
上
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
行
。
維
持
管
理

費
の
増
大
や
建
て
替
え
や

大
規
模
修
繕
で
財
政
負
担

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
対
策
は

「
事
後
保
全
」
、
結
果
的

に
コ
ス
ト
が
か
さ
み
ま
す
。

我
孫
子
市
で
は
業
者
が

公
共
施
設
を
定
期
的
に
巡

回
点
検
を
行
い
、
中
短
期

修
繕
計
画
・
修
繕
必
要
度

ラ
ン
ク
化
し
、
長
期
的
に

は
維
持
管
理
費
の
削
減
と

行
政
の
手
間
が
少
な
い
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

私
は
、
我
孫
子
市
の
例

を
示
し
、
予
防
保
全
型
の

対
策
を
求
め
ま
し
た
。

管
財
部
長
は
「
今
後
我

孫
子
市
を
注
目
し
て
い
く
」

と
述
べ
、
「
今
後
、
建
物

や
設
備
の
劣
化
状
況
に
応

じ
た
、
計
画
的
な
予
防
保

全
を
目
指
す
」
と
答
弁
。

方
法
と
し
て
「
施
設
の

構
造
や
設
備
、
修
繕
歴
、

維
持
管
理
費
な
ど
を
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
化
す
る
。
将

来
改
修
費
な
ど
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
中
・
長
期
保

全
計
画
を
作
成
す
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

私
は
、
市
民
へ
の
情
報

公
開
と
計
画
の
推
進
体
制

が
重
要
だ
と
再
質
問
。

管
財
部
長
は
、
「
作
成

計
画
を
市
民
に
公
表
し
、

関
係
部
署
と
連
携
し
て
推

進
体
制
を
整
え
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

「しっかり発言、きちんと報
告します」 市政に関する、
ご意見・ご要望をお聞かせ下
さい。メールアドレス
kyousankaneko@yahoo.co.jp

http://www.jcp-ichikawa.com/
発行：日本共産党市川市議団議会報告
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９
人
が
死
亡
し
た
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
崩
落

事
故
。
市
川
市
で
も
調
査
の
結
果
、
市
民
会
館
の
ホ
ー

ル
が
利
用
中
止
に
。
公
共
施
設
の
老
朽
化
・
維
持
管

理
が
大
き
な
課
題
で
す
。
私
は
、
イ
ン
フ
ラ
も
含
め

公
共
施
設
の
予
防
保
全
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

市
は
３
月
21

日
、

市
民
会
館
の
吊
り

天
井
が
崩
落
す
る

危
険
性
が
あ
る
と

し
て
、
４
月
以
降

同
ホ
ー
ル
の
利
用

を
中
止
す
る
と
公

表
。
会
議
室
や
展

示
室
は
使
用
を
続

け
ま
す
。

吊
り
天
井
は
客
席
部

分
（
９
０
４
席
）
の
ほ

ぼ
全
面
を
覆
っ
て
い
て
、

民
間
会
社
に
委
託
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
天
井
の

裏
側
に
多
数
の
亀
裂
が

見
つ
か
り
、
崩
落
の
危

険
と
判
断
。
築
53

年
が

経
過
、
11
年
度
は
約
７

万
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

市
川
市
八
幡
４
丁
目
に
あ
る
市
民
会
館

市
は
、
低
炭
素
社
会

の
推
進
や
住
宅
の
長
期

利
用
、
住
宅
弱
者
へ
の

視
点
で
、
25
年
度
「
あ

ん
し
ん
住
宅
推
進
事
業
」

を
創
設
。
災
害
に
強
い

住
宅
や
質
の
高
い
住
宅

に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
活
性

化
に
も
寄
与
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

対
象
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
、
防
災
性
の

向
上
、
省
エ
ネ
工
事
の

い
ず
れ
か
で
、
工
事
費

の
３
分
の
Ⅰ
、
10
万
円

を
限
度
に
補
助
。
施
行

業
者
は
市
内
事
業
者
に

限
定
（
法
人
・
個
人
）
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
こ

れ
ま
で
景
気
対
策
と
住

環
境
整
備
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
を
提
案
。

今
回
の
事
業
に
一
定
反

映
さ
れ
ま
し
た
。

市川市は3月、養護老人ホームいこい荘南東

側斜面地（市所有地）、樹木の剪定、伐採を行

いました。住民の皆さんは1年前、市長にがけ地

危険防止の対策や緑地の維持管理の適正を求

める署名を提出していました。

助
か
り
ま
す



今
年
度
、
８
２
０
０

万
円
を
予
算
化
。
東
国

分
中
学
校
周
辺
の
中
池

広
場
の
一
部
面
積
約
１
・

６
ah
を
整
備
。
散
策
休

憩
ゾ
ー
ン
と
、
サ
ッ
カ
ー

な
ど
の
利
用
可
能
な
多

目
的
利
用
ゾ
ー
ン
を
３

年
間
で
完
成
し
ま
す
。

来
年
度
は
、
駐
車
場

と
北
側
の
散
策
休
憩
ゾ
ー

ン
及
び
多
目
的
利
用
ゾ
ー

ン
の
約
３
・
２
ha
の
整

備
を
行
い
、
管
理
棟
の

整
備
と
続
き
、
中
池
広

場
が
完
了
し
ま
す
。
そ

の
後
、
下
池
広
場
を
２
年

間
で
完
了
し
ま
す
。

ま
た
、
上
池
全
体
や
そ
の

他
の
自
然
復
元
ゾ
ー
ン
は
、

千
葉
県
が
整
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

▼
桜
が
満
開
。
４
月
か
ら

新
学
期
。
新
入
生
の
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
、
学
校
で

の
生
活
が
楽
し
く
、
充
実

し
た
生
活
に
な
る
よ
う
、

私
た
ち
は
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
▼
予
算
市
議
会
は

３
月
22
日
の
本
会
議
を
も
っ

て
、
す
べ
て
の
審
議
を
終

了
し
、
33
日
間
に
お
よ
ん

だ
会
期
を
終
え
、
閉
会
し

ま
し
た
▼
私
と
高
坂
市
議

は
党
市
議
団
を
代
表
し
、

13
年
度
一
般
会
計
予
算
の

原
案
に
対
し
、
基
本
的
な

問
題
を
指
摘
し
、
質
疑
を

展
開
、
討
論
。
予
算
案
に

は
、
日
本
共
産
党
だ
け
が

反
対
し
ま
し
た
。

貞作通信 ＮＯ.２２６ ２０13年3月31日 （２）

仕事
くらしの
悩み

連絡先 金子貞作 ３３７－６１８４（夜間）

○公共施設の老朽化対策、維持管理に

ついて

○公契約条例の制定のその後について

○生物多様性の保全、施策策定に向け

た市の考えについて

○曽谷貝塚の今後の整備について

○市街化調整区域・農業振興地域の見

直しについて

○ハウス栽培農家への支援について

（次号通信でお知らせしていきます）

建
設
経
済
委
員
会
が
視
察
。
課
長
か
ら
工
事
概
要
の
説
明
を
受
け
る
。

下
は
県
が
進
め
て
い
る
自
然
復
元
ゾ
ー
ン
工
事
（
３
月
４
日
）

「
平
成
27
年
開
通
予

定
」
の
都
市
計
画
道
路

3･

4･
18
号
。
下
水
幹

線
の
整
備
率
は
約
９
割
、

残
り
の
区
間
も
開
通
に

合
わ
せ
て
整
備
が
始
ま

り
ま
す
。
今
年
度
は
、

南
大
野
１
丁
目
（
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
脇
）
に
下

水
汚
染
管
を
整
備
し
ま

す

。
こ

れ
に

よ
っ

て

「
南
大
野
１
丁
目
地
域

は
、
５
年
後
各
家
庭
か

ら
下
水
管
の
接
続
が
可

能
に
な
る
」
と
委
員
会

で
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
久
保
地
域
で

も
保
育
園
か
ら
郵
便
局

先
ま
で
本
管
の
整
備
が

予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
整
備
は
、
外

環
道
路
や
都
市
計
画
道

路
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
、

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
川
幹
線
区
域
は
、

本
市
北
東
部
地
域
の
柏

井
・
大
野
・
宮
久
保
・

北
方
地
区
を
受
け
持
ち
、

処
理
面
積
１
２
８
９
ha
、

処
理
人
口
８
万
人
弱
で
、

本
市
全
体
の
約
17
％
を

占
め
ま
す
。

課
長
か
ら
下
水
工
事
の
説
明

を
受
け
る
（
南
大
野
地
域
）

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
18

号
、
京
成
線
南
側
工
事
を
視

察
（
３
月
４
日
）

中池広場：拡大図

●大町第２団地４号棟エレベーター設計委託、５号棟の耐

震改修工事、１号棟～３号棟の外壁改修工事

●市川大野駅周辺整備＝歩道の整備など行う

●史跡曽谷貝塚公有化＝予定面積２０９㎡

●交通安全施設整備＝大野町２丁目162番地先カラー舗装

●水路改良実施設計業務＝曽谷４丁目33番地先

●大町観賞植物園ボイラー

改修工事

●大柏出張所整備事業＝南

側敷地、緑地に配慮した

公民館用の駐車場を整備

する（写真は工事中の出

張所：3月20日）


